
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

2014年 2 月 361（S−221）

専攻医教育プロ グラム 2

異所性妊娠

帝京大学 綾 部 琢 哉

　正常な妊娠は子宮体部内膜に着床して成立する

もの で あ り， それ以外の 部位で の 着床 は ， 通常 ，

胎児 ・胎盤発 育を達成で きず早期 に中断される．

中断時期や 中断の 様態は着床部位で の 受胎許容能
に よ り異なる．

　診 断はまず血 中ない し尿中 hCG レ ベ ル を測定
し，少な くとも体内の どこ か に着床 して い る こ と

を確認する。妊娠部位は超音波断層法検査 に よ り

胎嚢を確認する こ とで 診断する．正常な経過であ
れば子宮内に必ず胎嚢が 確認で きる はずの 状況

（受精後の 日数や ，
hCG レベ ル によ り判断する）に

なるまで待機 し，それで も子宮内に胎嚢を認めな

けれ ば異所性妊娠を考える．子宮内腔以 外に胎嚢
を認め る例 ， 腹腔 内出血が始 まっ て い る例で は即

断して よい ．

　子宮内妊娠の 流産例で胎嚢を認めな い 場合 は鑑

別が困難で ある が，まず子宮内容を除去 し，そ の

内容物 を浸漬 した生理食塩水中の hCG レベ ル を

その 場で 半定量する と診断の 補助 となる．血中な

い し尿 中 hCG レ ベ ル が 日を追 っ て も期待通 りに

半減期に沿 っ て低下 しなけれ ば，子宮内腔以外で

の 絨毛の 発育継続を疑 う．

　異所性妊娠は ， 通常は母体の安全 を優先するた

め に人工 的に中断され る．その 方法には ， 薬物療

法， 動脈塞栓術 ， 手術療法 （卵 管切除ない し温存）
が あ り， 着床部位や母体の 状態によ り選択 し，必

要に応 じて組み合わせ て い く．腹腔 内に放出され

た絨毛の 一
部が腹膜に再着床する例もあり，手術

療法に際 して は絨毛を確実に回収す ること．絨毛

残存が疑わ れれば薬物療法を追加す る こ と， が 必

要で ある ．

　子宮内外同時妊娠や子宮峡部妊娠の 頸管内発育

など
， 正常で ない 妊娠 に遭遇する機会が増えて い

る．ひ とつ の 対応 をしただけで 安心せ ず常に経過
を追 う必 要があ る．

内科合併症 と妊娠
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　 近年，妊婦 の 高齢化 ならびに内科疾患管理の 進

歩に よっ て ， 内科疾患 を有する女性が 妊娠する機
会が増えて い る よ うに思 われ る．なか で も，従来

か ら
， 妊娠可能な年齢の 女性 に罹病率が高 く， 慢

性 的な経過 をとる内科疾患で ある全身性 エ リテ マ

トー
デ ス や 関節リ ウマ チ等の 膠原病や 甲状腺機能

亢進症さ らに は重症筋無力症等 い わゆる 自己免疫

疾患の 範疇に分類 され る疾患で は
， 妊娠の 可否や

妊娠 した場合の 継続の 是非 ， さらには妊娠中の 管
理法な ど妊娠 との 関連性が問題 となる場合が 少な

くな い ．妊娠に よ っ て 妊婦 の 体に は非妊時 とは異

なる種 々 の 変化 が生 じるが，妊娠 中は，非自己 で

ある胎盤や胎児を拒絶する こ とな く妊娠期間を通

じて体内に宿す必要があるこ とか ら，子宮内膜局

所お よび全身の 免疫状態 に変化 が生 じる こ とか

ら，こ れ らの 内科疾患 を有する女性が妊娠 した場

合に は，自己免疫疾患で ある内科疾患の 病態が影

響を受ける可能性が ある．また，自己免疫疾患の

原因で ある 自己抗体が経胎盤的に胎児 に移行する

こ とに よ っ て 母体 と同様 の病態 を惹起 した り，あ
る種の 自己抗体で は妊娠の維持そ の もの に影響し

た り，さ らに胎児に移行する こ と で胎児独特 の 異

常を惹起す る場合 もある．
一

方 ， 妊娠の 成立に よ っ

て ， それまで 内科疾患の管理 ・
治療が順調に なさ

れて い た場合で も，薬剤の種類と量の 変更の 必要

性に迫 られ る場合 もある．特 に
， 近年で は， 自己

免疫疾患に 対して は ， 生物学的製剤とされ る抗体

薬の 有効性が 高い こ とか ら広 く使用されるように

な っ て い るが
， 妊娠中の 使用に つ い て の エ ビデ ン

ス が乏 しい の が現状である．本講演で は，内科合

併症の なかで も妊娠 との 関連性 とい うこ とで 問題

となる こ とが多 い 自己免疫疾患を中心 に管理上 の

問題点 につ い て 述べ て み たい ．
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